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　　高速度ブラウン管のパルス強力加速
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　従来，ブラウン管の電子加速には直流高電圧が用いら

れ，ビーム集束にも直流電圧の利用がふつうである．高

速度過渡現象の記録を目的とする，高速度ブラウン管で

は，記録能力を高めるために加速電圧を上昇させると共

に，偏向系の応答特性を高めることが要求されるが，加

速電圧の面のみでいえば，その実用電子管としての上限

縁最高約50kV程度，わが国で普及している高速度ブ

ラウン管などではたかだか10kV程度に制約されてい

る．製造技術上電子管として高い耐圧を付与することに

困i難があるからであろう．

　高速度ブラウン管の記録速度上昇に対する要望は，昨

今かなり強い．高速度ブラウン管の記録速度を補うには，

螢光膜間接撮影の光学カメラ系の改善が考えられるが，

筆者は高速度ブラウン管をその耐圧性能の限界内で極度

に利用するノxeルス加速の方式に着目した．一般に電圧短

時間印加の場合の火花電圧あるいは絶縁破壊電圧は，直

流など長時間印加の場合に比べればかなり高い．高速度

ブラウン管の加速電圧を直流から，短いパルスに改めれ

ば，直流定格値より相当程度高い加速電圧を採用しうる

からである．高速度ブラウン管のパルス加速方式は，高

電圧強力加速による記録速度の上昇のみに止まらず，回

路の簡易化，装置の小型化が可能となるなど利点が多い．

　（1）　高速度ブラウン管静電偏向系の応答限界

　高速度ブラウン管の応答特性は，静電偏向系の電子走

行時間によって制限を受ける．加速電圧を高めることの

みに終始して，偏向系の応答特性を越えるようなピー一ム

輝度を持たせることは無意味であるが，現在市販の10

kV級高速度ブラウン管120　JB　11などは，その間にま

だ十分な余裕があり，加速電圧を上げて記録速度を高め

る余地が大きく残されている．高速度ブラウン管を極度

に利用する立場から，偏向系応答限界と記録速度の協調

点まで考えることが許される．

　一般にブラウン管の加速電圧をn倍にすれば，電子走

行時間τは1／レ／万に，記録速度はn2～n2・5倍となる．

上記の高速度ブラウン管は，10kV加速時について試算

すればτ　・O．3・ns程度で，ふつう時定数丁一βτ一1．5

ns以上の過渡変化分に対して正確な応答を示す．一応

記録能力を別として，仮りにこれに見合う掃引時闇を

150nsとすれば，現用装置の記録しうる限界の掃引時間

が1，500nsであって，その間にかなりの余裕がある．

いま加速電圧をn倍にすることによって，偏向系応答限

界と記録速度の協調点に達するとすれば，その加速電圧

における掃引時間の比較から，加速電圧限界はn　・3と

なり，これに対応する掃引時間を約100nsに短縮する

ことができる．また控え目にn＝＝2を採れば，時定数T

＝1nsの過渡変化分に正しい応答が期待でき，掃引時間

を約300ns程度として過渡現象の記録が可能である．

筆者は，本研究の一応の目標をn＝2程度のパルス強力

加速に置いた．

　（2）高速度ブラウン管のパルス集束

　高速度ブラウン管でパルス加速を採用した場合，一つ

の問題はブラウン管集束電圧の立上りである，パルス電

圧印加時のビーム集束電圧分布は，従来の高抵抗分圧器

では数10pF程度の影響を受けて立上り部分がいちじる

しく乱れ，ほとんど集束能力を示すことができない．漂

遊容量の影響を避けるには，抵抗値の減少も有力な方法

であるが，筆者は小容量分圧器を主体に用いることによ

って良結果を得た．これに付加する並列抵抗は，単に漏

洩用に過ぎない．ビーム集束には各部の静電容量値の選

択に注意し，微調整にとくに入念を期する必要がある．

たとえば筆者は第1陽極に10段階，第2グリッドに5段

階などのタップ調整を行なった．高抵抗分圧器に比較す

れば多少不便であるが，あらかじめ設定を正しく行なっ

て置けば再調整の必要はとくにはない．パルス印加時に

おいて集束電圧に擾乱を及ぼす局部振動は初期1μsに

わたることもあるが，容量分圧器各部に制動抵抗をそう

入することによってかなりな程度，これを抑制すること

ができた．現段階では，なお若干局部振動が残っている

が，最近のパルス技術をもってすれば，これを抑止する

ことは至難なものではないと考えられる．

　（5）高速度ブラウン管のパルス強力加速

　高速度ブラウン管にパルス加速方式を適用するに当た

って装置の小型化・簡略化および記録能力上昇の観点か

ら，加速電圧の印加方法・パルス波形などにいくつかの

段階がある．もっとも素朴なのは，直流加速電圧をオシ

Pグラフ操作前後にオン・オフする方式である．直流耐

量やコロナをさほど考慮する必要がなく，装置の小型化

がこの程度でも期待できる．現象と同期した矩形パルス

で加速を行なえば，さらに回路の簡略化，輝度制御回路

の省略が可能である．

　高速度ブラウン管の記録能力上昇を第一の目標とする

パルス強力加速方式では加速パルスの波幅を短縮しなけ

れば所期の過電圧加速を果たすことができない．加速パ

ルス電圧を高める限界は，高速度ブラウン管の火花ある
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図1　パルス強力加速方式高遮度ブラウン管オシログラフ倒

　　　　　　　　図2　パルス強力加速方式
高速度ブラウン甘オシ目グラフによる測定記録例（10Mc正弦波♪

スをさい断する方法を操った，

　高速度ブラウン瞥120JB　11では，加速電圧の約80

％が第1陽極，第2陽極の間に加わる．その間の破壊電

圧は．試験の結果〔：0×350）FS程度の長波尾波に対し18

～20kV程度であった，同一試験電圧に対し印加回数を

40回として，その電圧帯における放電率は0～5％であ

った，放電点は電極の支持碍管部で，真空放電までには至

っていない，支持碍管部の絶縁補強が加えられれぱ，ブ

ラウン管のパルス耐圧はさらに高くなろう．なお上記の

さい断パルスに対しては，かなり高い耐圧が期待できる，

　パルス強力加速を採用した高速度ブラウン管オシログ

ラフの回路構成例を図1に示す．本装置などによる測定
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記録例は，図2のようである．パルス加速時のビーム集

束特性はほぼ満足すべきものであり，とくに加速疋圧を

高めることによつて記録速度はいちじるしく上昇し．従

来の直流加速型に比較して5～10倍程度に高まったもの

と判断される．

　高速度過渡現象の観測に，昨今では後段加速ブラウン

管を利用する場合が多い、現象同期の問題，初期集束特

性の改善など，パルス強力加速にはまだ解決を要する課

題が残されているが，高速度後段加速ブラウン管に本方

式を適用すれば，現在の記録速度を倍加して，その極限

の壁を突破し恕ると考えられる．

　　　　　　　　　　　　　　　（1968年2月9日受理）
1■IIII「監■1「」【11111111111111聖IIIIII「111匹脂しIIIII匹IIIIIII111111111「IIII匹llll」IIIII匹↓11111‘11111115111111111111111匹il11111111111」1奮III臨IIIIIIIIII」i111」L旨IIIIII」tllllよLIIII肇正IIII｝1　Illl1EIIIII1lllllilllllillll　IIIII1111111111111しIIIIIIIIIII監lllllt［屋lllIllltlll‘IIIIIIIIIl11111乙IllIIII［LII．

40


